
１０月１９日(火)、１年生は講師にパラリンピック７大会出場(短距離種目)を果た
した永尾嘉章さんを講師としてお招きして明日チャレスクールを開催しました。永尾

な が お よしふみ

さんの「あきらめずに取り組む姿勢」に、１年生の多くの人が心を動かされたことが
感想文から伝わってきました。
さて、永尾さんの講演の中には、「障害者」に関するお話がありました。今回は、そ

の点について１年生の皆さんがどんなことを感じたのかを見ていきたいと思います。

〇 永尾さんから聞いたお話や言葉は、

心にささることが多かった。駅などに

行ったときに、今までは階段も、何も

考えずに使っていたけど、いろんな話

を聞いて、階段を見ると、車いすの人

はどのようにすれば、みんなと同じよ

うに使用できるかな、と考えるように

なった。
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〇 車いすを使っている人は、メガネを

かけた人といっしょだと教えてもらい

ました。車いすを使っていいる人は、

かわいそうだと思っていましたが、そ

れだけではなく、楽しいこともたくさ

んあると感じました。

〇 障害はどうすることもできないもの

だと思っていたけれど、人が少し助け

てあげるだけで、普通の人と同じ生活

ができるとは思っていませんでした。

先生もこの明日チャレに参加して永尾さんのお話を聞き、これらの文章と同じよう

なことをあれこれ考えました。「障害者とは何だろう」「自分との差は何？」「いや、差

というものはないのではないか」「じゃあ違い？いや、個性？」「自分も最近老眼が進

んできたが、これも障害？」「じゃあ、自分も障害者？」などなど…。

様々な障害を持つ人が、悩まなかったことは多分ないと思います。でも、自分につ

いて悩みながらも、前を向いて、あきらめず、一歩一歩進んでいくことの大切さは、

どんな人にとっても同じこと…。そんなことを多くの１年生は

感じたのだと思うし、永尾さんが伝えたかったことも、まさに

そのことだったのではないかと思います。

〇 僕は障害のある人を少し不便だと思

っていましたが、話を聞いて、何かの

助けがあれば、生活していけることが

わかりました。僕たちも日々、何かに

助けられて生活しているので、そこは

どんな人でも変わらないんじゃないか

と思いました。(中略)永尾さんが教えて

くれた「あきらめないこと」。それは、

どんな人にとっても変わらないんじゃ

ないかと思いました。
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〇 障害があってもなくても、自分の好

きなことをする姿は、障害に関係なく

すばらしいと思う。永尾選手は、その

すばらしさを教えてくれました。人に

は、得意なこと、得意ではないことが

ある。「何もできない」や、「得意なこ

とがない」と考えずに、得意なことを

伸ばしていきたい。

〇 世の中には、いろいろな障害がある。

僕は、障害があるからできないと思っ

てしまっていたけれど、僕たちと一緒

で、努力をし続ければ、障害があろう

とできてしまうんだと、「障害だから…」

というのは、関係ないなと思った。


